
Title 断種法の理念とその人口政策的意義
Sub Title
Author 寺尾, 琢磨

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1939

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.33, No.12 (1939. 12) ,p.1517(1)- 1554(38) 
JaLC DOI 10.14991/001.19391201-0001
Abstract
Notes
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19391201-

0001

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


田 三 區 泛 京 柬
、

番一九七ニ田三話堪^  
翟〇八一八五一京瓌替搌ill

M 

V
 

•
 

'*
 

I 

.

•

慶
大
ー
涊
長•
、

良
.

1
1
1
3

三

I

 

>

3

為

-

\

g

l
 

蒙

-

a

ぞ
S

L

,
 
ニ 
I

 
.

t

慶
大
總
長
最
近
の
所
懷I

錄
レ
た
る
も
の0

1

萬
塑 

I 

博

土

づ

泉4
J

一

一

著
0

S

/

&ー
八
四
頁◊
定

值I 

•
.圓

◊

&
料
一
五
錢.
把
の
fi
l

l

]

?し
て
、成
時
は
麗

せ
る
敎
へ
子
S

ひ
、成

時
は
早
i

を
前
に
、
ス
ポ.丨

ッ

を

說

く

等

、

.
る
、
行
文
の
褪
に
、i

小
規
のI

々
な
姿
と
、1

^

 

铠
偁
統
のi

た
る̂

的
I

と

を

-
隨

處

に

感

得

す

る

こ 

と

が

出f

 

o
 

f

に
劉
す
る
.
#
國

の

茔

誠

と

"

社

會

批

判 

.
の

眼

光

の

銳

さ

、
斑

に

大

の

衣

鉢

を

傅

へ

る

平

局

な

る
 

衣
に
E

/C

だ
さ
蓄
の
深
さ
は
、
廣
く
一
 

股
學
牛：

諸
#

、
父
兄 

先
羯
の一

_

を
獎
め
た
い
。
卷
本
に
窗
中
の
人
名
"

書
名
"

. 

5f

件
等
の
詳
钏
な
る
粟
引
を
附
す
0

s

f

%
±g

加

田

哲

.一

一

著.
O

Sハ
判11!

丸
0

頁
.
.
◊定
廣
一
圓
五0
錢

◊

導

|五
錢

刊 新 最

學
問
と
て
も
烺
小
の
努
カ
を
以
て
最
大
の
$

$

ぐ
る
に 

如
か
中
0

徒
に
樹
發
興
什
、
卵
能
率
的
な
筆
方
法
に、0 

.
春

の

腦;^
を

徙

料

ず

る

は

液

の

甸

し

き

を

得

た

も

の

と

は

云 

へ
な
い0

系
統
的
に1

^
:
と
硏
瓔
の
方
法
を
説
け
る
本
辫
は 

學
迮
に
不
知
不
識
の
削
に
社
馎
願
の
展
高
银
に
速
す
る
登 

_

技
術
を
锊
得
せ
じ
め
、
瓔

問

地

の^
^

と
し
てg

き
‘ 

超
る
を
感
ぜ
じ
め
る" 

一fr
f
l
切̂

莕
、

のi

f

 

と
し
て
そ
の
關
驗
を

3

ま
中
打
開
け
た
著
教
の
朝
的
自
_

 

と
も
云
へ
よ
ぅ0

最

後

の

文

献

资

料

は

、
列

撰

せ

ら

れ

?:
好 

韩
約
一
千
部
、
學
海
に
描
す
綱
好
の
パ
イ
ロ
ツ
ト
で
め
る

0

^

@
切
追
、
&
.
. 

r

l

l

、
.で
* 

わ
**

子
の
骑
霸
は
わ
れ
等
の
^

對
0

わ
れ
等
の
ハ
ト
ン
を
リ

贅

芡

里.

宮

下

JF
.美

著

O

S

ハ
判
一§
0

頁

◊

定
置
5

8

錢

◊

送
料
l

i

レ
丨
す
る
ゎ
が
子
の
教
I

た

め

の

醫

謂.の
i

と
し

て
小
林
澄
兄
的
十
ー
の
カ
强
き
援
肋
の
下
に
、
著
再
多
印
の
體 

驗
を
縱
横
に.
沾
⑴
し
て
成
れ
る
本
嶎
を
、
今
や
誇
ら
か
に
世 

の
お
父
摞
、
お
母
様
に
捧
ぐ
0 

ょ
り
中
•

女
^
校
の
下 

級
平
に
至.
る
迄
の1

爵
Jf
l

E

V

V削

偏

と

し

、
_
後

編

に

は

兕

麗 

.

阔
豁
よ
り
良
箸1-
1

埔
を
選
び
、
こ
れ
に
綿
幣
な
る
解
馨
加 

ふ
01
_
、
必
中
ゃ
斯く

も
m
著
が
存
往
す

る

も

の

ょ

と

、 

わ
が
子
の
た
め
に
歡
臀
を
擧
げ
ら
れ
る
に
用
遠
な
い

0

父
樣 

.

操

先

づ
_

む
べ
-
く
、
敎
宵
家̂

i

必
備
の
!T

1
;

冒

^
 ̂

■
■

i

l

十

三

卷

：

'

_

髮

:

斷
種
法
の
_
念
名
そ

©-

人
•口
政
策
，
意
義
：

寺

尾

—

磨

.

, 

' 

序
：，' 

.

.

-

... 

..'
*■' 

, 

' 

; 

.

. 

.

.
V
:
.
.

.

.

_

:

.

V

 

- 

'

'

，
.

.

リ
'

,:
. 

一
-

.

:

'

.

•

.

.

/

' .
.

:■
.
■

、

*

 

‘
' •
,.:‘

三
、
優
坐
學
的
人0

饔

'

,:
^
^
^
 ̂

:

:

-
 

.

.

-

.

V
 

入
^
^
^

)

リ

バ

:'
'

、

:
'■
.
; -
''
:
: 

' V
.
,
.
-
.: '
:

.

:

;

r
 

.
,'
.
■
.

:
::
.
',
■'
:

:'
'

..
-.
.

■

.

■

'•
■
'
■
,:
'

:
■
-

: '
ノ

，-'-
.

•

へ

.

:V
.

.
.

.

..」

今

'
:
.
斷
_
法
'±
:0
则

撕
^
れ

慕

果

に

つ

：
い

.：て.:'
;

^

^

;
■

.

;'
.,
’

.
;
'

「
.

■. 

一
 ...
 

.'、
- 

.  - 
■
 

■ 

■
 

. 

.
 

、. 

.

.

. 
........ 

.

ぐ-..

.

 

- 

. -  
, . 

.......  

■ 

■.

”

疼 

. 

■ 

•
 . 

'

.

ぺ
政
府
は
今
囘
:-
1
.民
族

齋

坐

麗

案」

0
敷
綱
を
»'
定
し
、
：來
谷
べ
会 ̂

へ
ら

'

.

. 

.

.

.

..

.

.- 
. 

' 

. 

. 

. 

•

-

. 

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

,

斷
種
法
一
の
：
理

念

.
式

戈

の
.
人

：
ロ

政

：
需

霧

_

:'
;

ソ

.

‘
.:
:
.

' 

A
- 

5



斷
種
法
の
理
念̂

そ
の
人
口
-政
策
的
意
義
 

-

‘ 

.
ニ. 

C
5

1

八)
れ
る
。
右
案
は
惡
質
遺
傅
斷
種
法
案
に外
な
，ら
ず
、
ヒ
の
種
の
法
規
の
必
要
な
る
こ
と
に
つ
い
て
は
锥
苕
自
身
幾
度
と
な
く
愚
見
を
發 

表
し
來
つ
だ
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
が
.成
立
と
實
施
と
は
琪
心
希
望

t

堪
へ
ぬ
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
併
し
同
時
に
、

こ
れ
が
効 

果
の
限
界
に
つ
い
て
茁
し
い
亂
識
を
缺
い
て
は
な
ら
ぬ
。
本
法

さ
へ

あ
れ
ば
國
民
素
質
の
向
上
は
期
し
.

て
待
つ
ベ
し
と
速
斷
す
る
人
も 

現
は
れ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
こ
れ
は
怖
る

Y

き
妥
想
で
あ
る
。
斯
か
る
態
度
は
、
認
識
不
足
の
點
に
於
て
は
、
理
も
非
も
辨
へ
：ず
頭
咖

、

.
.

.

-

、

'

.

 

-

 

- :

 

■

■

.

 

.

.

V
-
-
 

-

 

.

- I
-
-
 

,

 

-

 

-

.

:
■ 

,

 

■

 

.

 

-

 

.

.

■
.
■.
S

ら
否
定
し
て
，か-
^

る
懷
疑
論
背
と
毫
も
異
る
と
こ
ろ
は
な
v >
-

で
あ
ら
ぅ
。
よ
つ
て
私.は
以
下
に
、
斷
植
法
を
耍
求
す
る
と
こ
ろ
の
惡
質

.

,

.
.
.
.

 

.

'

:

..■
- 

-
• 

- 
-
■
'
■'
'
.
- 

. 

. -.、；
：- 

:
 

■ 

- 

•

■■
.
-
.
- 

- 

-
.

■■
.
.
. 

、
 

.

.

. 

'

-

■

.

.

.

■

.

-

 

.

. 

-

 

-

 

■

遺
傅
の
問
題
と
、
こ
の
法
規
が
人
口
，政
策
に
於
て

卜：！

め
る
地
位
に
つ
い
，て
一
應
の
說
用
を
加
へ
た
い
と
思
ふ
。
勿
論
問
題
の
中
心
.た
る 

遺
傅
學
に
o

v >
f

て
は
私
.
は
門
外
漢
でy

る
か
ら
、
記
述
は
常.識
論
を
出
で
ず
、
そ
れ
す
ら
或
ひ
は
蜇
大
な
譲
ち
を
犯
し
て
ゐ
る
か
も
知

. 

れ
な
い
o *
.

豫
め
諒
飱
を
乞
ふ
所
以
で
あ
石
。
，

.

ノ

，
 

>
.

’
r

•環
境
と
素
質 

.

_
 

-
 

/
 

.

.

.
L 

- 

.. 

■' 

• 

.

. 

:

 

.

.

.
 

• 

:.

.

.
1

國
の
富
强
及
び
文
化
の
程
度
を
決
定
す
る
も
.

の
，は
、
言
ふ
迄
も
な
く
そ
の
自
然
的
物
的
要
素
と
人
的
要
素
で
あ
る
。

.

こ
の
' 

人
的
要

' 

: 

■ 

一
.

;

■

.

'■
-■-
.
■

■
■■
■

;

ゾ

.：
へ

-

:

■

.

'

'-
:■
■

■

:

■
 

- 

. 

. 

.

' 

.

.
■■

素
と
ば
人
ロ

の
：大
さ
、
靈

並

び

に

素

質

：で
私
るが
、»

«
と
は
：人
ロ
の
肉
體
的
精
神
的
能
力* :

即
ち
健
康
と
智
能
の
謂
ひ
で
あ
る
。

■ 

V 

: 

- 

- 

'

V

'

.

-

-

 

,■ 

. 
,■-■;
. 

. 

.

.

.

. 

..
:

 

- .
■
.
-
■
•
:
.■
'
■

■
■-
.
-■

■
■ 

. 

-■. 

.

人
ロ
と
は
個
人0

集
團
：で.
あ
る
が
：ら
、
ち1 >

各
人
が
優
れ
た
素
質
を
有
す
冬
な
ら
ば
人
ロ
そ
0

も
:0

i

素
質
も
優
れ
た
も
の
で
な
け
れ 

ば
な
ら
ぬ
。"
故
：に
個
人
の*

質
が
如
何
に
し
：て
形
成
さ
れ..る
か
を
明
.
か
な
ら
し
め
る
こ
と
は
、
畢
竟
人
口
の
素
質
が
如
：何
に
し
て
形
成 

さ̂

る
か̂

知
り
ぅ
る
所
以
で.
あ
名
;°
'

リ

ぺ
 

.

.

•

• 

- 

/ 

.

.
•
• 

.

T-
;
'
.
.
'
. .

■

.

 

.

.

.
 

* 

• 

...

ま
ふ
に
個
人
办
健
康
：及
び
智
能
の
：；程
度
が
著
し
ぃ
程
度
ゅ
谴
境
：の
影
響
に

.
ょ
る
こ̂

は
何
人
と
雖
も
濟
定
し
雜
ぃ.で
ぁ
ら
.

ぅ
0

同
じ

種
孑
^
ノ
そ
の
蒔
加
れ
た
土
地
め
洳
何
に
ょ
つ
て
、
成
育
の
.狀
況
を
異
に
す
る
と
同
様
に
、
.
人
も
亦
生
れ
て
か
ら
の
四
圍
の
環
境
即
ち 

榮

養V

敎
育
其
他
萬
難
の
外
的
他
仰.に
ょ
つ
て
、
肉
體
的
精
神
的
發
育
狀
況
を
潠
に
す
る
と
と
は
避
け
難
い
と
ご
ろ
で
あ
る

0
そ

し

て
 

斯
か
る
後
天
例
外
部'«
.*
$:
'
過
度
に
重
視
す
れ
ば
所
謂

「

環
境
說
1_
'
ぼ

:^
目
l

i

J
B-
と
な
る
の
で
あ
つ
て
，̂

の
種
の
見
解
が
種 

々
の
形
態
に
.於
け
る
紙
會
學
麗
と
し
そ̂

^
れ
た
こ
.と
は
周
知
の
事
實
で
あ
る4
ヒ

ポ

ク

ー

ス

テ

ス

な)

の
自
然
的
環
境
說 

は
ボ
1
ダ
ン
ス
切
0&
1
1

〕

、
パ
''
>

^
ル

(

；8
污

苍)

、
ト
ゥ
.1
ル
ヴ
斗
ル(

H
l
v
m
e

)

等
に
繼
承
さ
れ
’
ブ
ラ
^

i (P
l
a
t
o
)

や
ア
リ 

.
ス

ネ

ー

ト

ル

(
A
r
f
t
l
e
v
,

の
社
會
的
環
境
說
は
ゴ-K
:冲

ン(
G
o
d
w
i
n
)
’ 

.

オ

ー

ゥ

(
O
w
e
n
〕
、

マ
ル
：ク
ス
.

(
M
a
r
x
y

の
如
き
無 

政
府
主
義
者
や
社
會
主
義
者'に
ょ
つ
，て
.祖
述
さ
れ
擴
張
.さ
れ
た
0

.

.
パ

■

.
併
:|
>

吾
：人
拟
ぃ
た
と
が
洳
侗
に
環
境
の
力
を
童
視
し
て
?>
-

-
*»

同
時
：に
人
：の
：、
先
天
的
素
質
を
度
外
視
す
る
こ
と
.

は
：f

れ
な
い
o

先 

天
枘
素
質
；-v
:.
«
:
個
人
が
坐
れ
：な
が
ら
其
し.て
有
す
る
素
質
で
；あ
る
が
、
斯
か
る
素
質
は
各
入
の
外
貌
が
相

$

に
異
る
.と
同
様
に
、
各
人 

に
.
於
て
異
る
もQ

で
あ
る
。
生
れ
な
が
ら£

て
虛
掘
な
者
と
强
狀
な
者
が
れ
り*

生
れ
な
が
ち
に
し
て
智
能

Q
.

劣
る
者
と
優
れ
た
者 

，
が
あ
る
。
斯
か
る
肩
劣
は
人
種
間
忆
存
在
す
る
と
共
に
、
同
一
人
種
に
於
て
も
家
族
間
或
ひ
は
血
統
間
に
存
柱
す
る
。
印
ち
こ
れ
ら
は
： 

1

般
に
遺
傳
的
な
も
の
で
あ
る
。

「
j

般
，に」

と
言
つ
為
の
は
先
天
的
な
る
も
の
必
ず
し
も
全
部
が
遺
傳
的
な
;%
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ 

る
。
霧
と
は
受
胎
の
瞬
間
に
僻
へ
ら
れ
る
素
资
で
あ
^

、
從
つ
て
曼
胎
後
に
於
て
母
體
ょ
，

C
s

感
染
し
た
素
質
爾
へ
，ば
徽
き
は
、
子
. 

.

.が
坐
れ
.
な
が
ら
に
し
て
具
へ
た
素
質
即
ち
先
天
的
读
質
で
は
あ
る
が
遺
傅
で
は
な
い

0
併
し
.こ
れ
ら
は
寧
ろ
例
外
で
あ
つ
て
\
大
部
分

1

1

1

響

遺

I

I

で
I

 

ス

、
掘
種
法
の
理
念I
-の
.合
政
策
的
^
義

V
' 

' 

. 

s
: 

V
' 

.

. 

3
. 

-
x
s
t

丸)

'



'
:
;
y:
-:
ニ
'
:
.
:
厂

'
"卜

,一,

:?

;■
'
'
四

.'

.
'
::.
:( I

.
m
l
o
)

.

 

素
よ
り
個
人
の
價
値
は
彼‘

Q

先
天
的
素
質
の
み
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
爾
後
の
，環
境
の
良
否
は
或
ひ
は
優
秀
な
先

天
妁
素
質
を
埋
木
と
し
、
或
ひ
は
劣
等
な
そ
れ
を
改
善
す
る
。
こ
れ
.は
肉
體
的
*
與
に
っ
か
て
も
、
精
神
的
素
質
に
：っ
い
て
も
言
へ
る

•

 ■

 
■

 

.

 

-

 

-

*.
.

 
>

 -

 
.

 
.

 

-

 

-

こ
と
で
あ
る
。
珠
磨
か
ざ
れ
ば
光
な
し
と
か
、
氏
よ
り
宵
ち
と
か
の
格
言
は
何
れ
も
こ
の
間
の
消
息
を
喝
破
し
た
も
の
で
あ
る
。
併
し 

同
二
條
件
の
下
に
於
て
は
素
質
の
良
否
が
決
定
的
で
あ
る
以
上
^;
た
と
。へ
環
境
が
素
質
を
變
，化
せ
し
め
る
と
と
を
如
何
に
龙
認
し
た 

と
と
ろ
で
、
良
き
素
質
が
常
に
望
ま
し
い̂
の
で
あ
る
こ
と
は
•依
然
と
し
て
眞
實
で
あ
る
。
而
も
右
は
環
境
の
力
が
先
天
的
素
質
を
變 

化
せ
し
め
う
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
の
議
論
で
あ
る
か
ら
、
も
し
こ
、の
、前
提
が
否
萣
さ
れ
る
な
ら
ぱ
素
質
の
良
否
は
個
人
の
、
延
い
て 

1

國
人
ロ
の
優
劣
を
決
定
す
る
壓
倒
的
要
素
と
な
る
ベ
き
替
で
あ
る
。
そ
，こ

‘で
、問
題
放
.、
^

境
は
如
何
な
る
範
園
及
び
程
度
に
於
て
素 

質
を
變
化
せ
1>
.め
う
る
か
'と
'い
ふ
2:
'と
に
な
る
0
.
'
併
し
恐
ら
く
と
の
問
題
に
一
'義
的
解
答
を
與
ベ
る
■ほ
ど
困
難
な
も
の
は
あ
り
#
-
な
い 

で
あ
ら
う」

。
蓋
し
人
の
‘優
劣
を
判
定
す
べ
き
嚴
格
な
蕋
準
は
到
底
あ
り
得
な
い
か
ら
で
，あ
っ
て
、
迕
人
は
單
.に
極
端
な
る
も
の
に
っ
い 

て
一
友
々
し
う
る
に
止
ま
る
の
，
.で
あ
る
。
，乍
併
吾
人
は
遺
備
學
の
原
理
に
從
っ
て
、
各
人
の
宿
す
る
遺
傅
質
そ
の
も
の
は
如
何
な
る
人
爲

:

,
 

.

. 

:
.

■■
•■.
 

.
■
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/ 

:
:
:
.

. 

一
■■
■■
-:>
■■」

,
i

'.
.

■■
‘

 ..
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て
-. 

-

的
手
段
.

に
よ
っ
て
も
變
化
せ
し
め
ら
れ
ざ
る
こ
'

と
を
知
っ
て
ゐ
る
。
故
に
異
常
に
優
秀
又
.
は
劣
等
の
遺
傳
素
質
は
、
環
境
の
如
何
に
枸 

ら
ず
、
早
晩
そ
の
本
質
を
發
縱
す
る
も
の
と
斷
言
し
て
よ
い
で
あ

.

ら
う
。
或
る
家
族
血
銃
忆
天
才
的
優
質
者
の
眾
出
し
、
-ま
た
別
の
家 

_
:族
#

統
.

に
低
質
者
' 0

續
出
ず
'

^ .

こ
と
は
*

々
見
受
杪
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
I

O

素
よ
及
こ
の
場
八
ロ
；に4

、

.

.そ
の
家
族
：に
漂
，ふ
或
る
傅
統

.

.

.

.

.

.

. 

.
 
•:+
 

. 

.ぐ

.

.

.
.
、
.
 

.

.
：
•
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.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

. 

.

的
空
氣
が
素
質
ぬ
發
寒
に
大
な
る
關
係
を
も
つ
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
が
フ
而
も
斯
が
る
外
的
條
仰
の
み
に
よ
つ
七
說
明
さ
れ
ざ
る
こ
と 

も
亦
認
め
ち
れ
：ね
ば
な
ら
ぬ,9'  

： 

.
 

. 

■

.
:

惡
質
遺
傅0
事
實
と
ぞ
の
恐
ろ
し'さ
は
：
遺
傅
學0
成
立
钇
濮
た
中
し
：て
旣
に
舊
く
か
ら
認
め
：ら

空

ゐ

た

。
勿

論

當

證

戢

士

考

-  

へ
ら
れ
た
も
の
で:̂
日
含
然
ら
ざ
る
と
と0
證
明
さ
办̂
^

01

る
0
:
.
併

1>
同
時
：に
德
多
ー
の
精
神
病
又
は
歡
が
遺
傅
性
な
る
こ
と
は
进
代
に
 ̂

で
あ
る
。
こ
れ
が 

.齎
ら
す
慘
寄
は
或
ひ
：は
文
擧
に*
け
.人
れ
ら
れ
、
^

は̂
喊
會
研
究
0
好
題
_
占
さ
.れ
た
0
:ド
；ス
ト
ィ
5
 

从
彳
0
諸
作
品
杧
_特
に
杻
入
の
：奇
怪
な
行
：動
や
要
想
に
關
ず
る
鐵
述
の
多
5
:と
士
は
人
：の
知
冬
と
ヒ
.み
苁

； _

質
遣
傅m
社

.#
的

は

ダ

グ

デI
ル
‘ 

(R
.  

D
C
戈

の

：ジ.；ュi
:
ク
象
の_

 

1

八
七
四 

'
葚
育
仲
邪
務
所
の
調
査
免
依
顧
さ
れ
た
ダ
グ
デ
丨
ル
；
は

做

遠

監

雰

ヶ

：ち

舊

'-
血
銃
に®:
 ̂

い
事
實
を
認 

め

';
そ

：
の

家

系

を

袭

つ

て

| ;
^
被

筹

が

十

八

世

紀

：
初

頭

顧

» -
州
に
定

住

し

た

基

族0
後
裔
&.
る
^
|

發
見
し
た
々
ジ
，
r

ク
家
と 

は
猶
f
:

■

系

；
に

附

し

た

假

名

.
で

あ

；
つ

て

-
:
.
 ̂

彼

の.
調

森. 

し

た

瀆.

0

无

に

達

し

、
シ

ぅ

ち

五

四

〇

名

は

ジ

，
ュ

1
、ク
血
絲
に®:
し
、.
8

の
：
.|

六.
九
名
はX
血
銃
即
ち
ジ
キ
丨
ク
血
銃
と
の
. 

妹

姻
者
で
必
巧.
こ
れ
名
百
餘
名
の
夫
部
分
ぬ

_

困
者
か
犯
部
者
；
■.

つ
，て
、

一
八̂
名
は
公
共
抉
助
ど
受
け
，
一
四
〇
名
は
犯
罪 

者
で
、.
ぅ
あ
六
〇
名
は
常
習
窃
盜
、

'ぺ
四
,0
洛
把
賣
舂
婦
：で
あ
つ
た
0:-
ジ
'ュ
丨
ク
家
に
ょ
つ
て
：殺
害
さ
れ
た

#
は
七
名
に
達
す
るOV |

ベ 

0
0年
か
ら
.
}八
七
五
年
.ま
で
に
，細
育
，
^
 

:

ベ

.

-•;
'ダ
グ
デ
I
ル
0.
報
吿
は
忽
ち
.學
猓
の
洼
意
を
:.
^
起
し
、
.相
繼
い
で
.同
種
の
：硏
究
ぬ
着
手
せ
し
め
る
に
至<>
た
が
、
.こ
の
ジ
ュ
ー
ク
家.'
. 

そ
の
■も
.
f

1

九|

五
年
に
チ
ス
：

V
K

ル
.
l(

.
'
.
A
,
E
s
t
f 

o
k
)

に
ょ
つ
て
W
麗

さ

れ

、
翌

年

贫

J

f
ぼM

9
1
S

な
る
報

-
.

-

^
 

:

2

5

1

1
)



斷
種
法
の
：理
念
ミ
そ
の
人
！
1黎

1

義 

•  

■

六

(
1
5
1
1
0

,

,$!
書
と
しV

刊
行
さ
れ
'た
。
當
時
現
存
の
員
數
は
 
一

ニ
五
八
名
で
> 
そ
の
半
數
は
精
神
猫
弱
者.な
る
こ
と
：

g

判
明
し
た
。

ヱ
ス
タ
ブ
ル 

.一：：ー
ッ>'
:
'&
策

1泠
.：ユ
.'
:
;1:
.
:
;

ク
:<
?
)犯
罪
省
め
全
部
_
務
麗
薄

 ̂

,
.
賛
斷
故
肉
6|
-的
叉
ぼ
_
神
的
紙
陷
0
結
果
.で
あ
る
レ
ヾ
と
？
併
， 

し
注
目
に
値
す
るの
は
彼
が
環
境
の
作
用
を
，重
視
し
て
ゐ
名
こ
と
で
、
彼
に
從
へ
ば
こ
れ
ら
不
適
格
者
ト

#

1に
ょ
き
徵
境
に
移
せ
ば

改
善
さ
れ
る
觅
込.
み
も
あ
る
‘の~
で
あ.
つ
て
:>「

四
人
に

一

人
は
感
化
院
で.
鑛
疋
さ
れ
た」

と
言
0
'
て
ゐ
る0.

■
:

-'
:
:
.
:.
:
.

• 

. 

-■ 

.

.

.
 

.

• 

• 

. 

• 

. 

.... 

• 

; V 
' 

.

ジ
•
ユ
ー
ク
家
と
並
ん
で
著
名
な
遺
傅
{農

は

力
.1
;

.

力

ッ
ク
家
^hg  K

a
u
ik

a
k
s)

で.
あ
る

'0
こ
O'
家

族

は

ゴ

：
ダ

ー

.
ド(H

.  

G
o
d
d

p.rd
)  

'

.

.

.
'
ぶ

.1

； 

., 

.

.

.

. 
-
.
1
.
.
.
. 

.

.

.
+
•

の
硏
究
に
ょ
つ
て
明
か
と
な
つ
.
た
も
の.
で
> 
.マ
ー
テ
ィ
ン•

カ
リ.
カ
ッ
，ク(

假
名.)

と
稱
す
る
祖
先'か
^ .
,

• 

• 
t 

.
 

.
 

t. 

< 

. 

f

.

.

. 

、
.
.
.

;.
.塵

に

生

れ

た

：正
常
人
で
.
、
前
後
i
lfB
J
結
婚
し
た
。

一
ー
囘
目0
妻
は
拈
常
火.

^
へ
そ.
の.
子
孫——

刺
明
せ
：る
も<0.
四
九
为
名——

は
全 

部
芷
常
健
全
で
あ
る
が
、
最
初
.
の
妻
は
泜
能
者
、で
、
そ
の
子
滿
四
八0
名
«>
ぅ
ち
芷
常
な
も&.
は
四
1
1
1名
に
過
ぎ
少
、
他
は
多
か
£
:
少 

か
れ
不
適
格
者.
で
*.:

明
瞭
な
も
の'は
低
能
：一
四If〗、

癲
癎1

一.

i

で
，あ

泉
‘'更
に.
二
四
各
は
酒
精
中
罨
者
、

.
■三
名
は
犯
罪
者
、
三.三

名

は

性

，
 

的
異
常
者
で*

0
た。：
猶ほこ：
れら家庭と共

^y
r

名
な
も
の
は
マ
か
ロ
ッ
；ク'-C

P
V

 M
o

u
u

o
c
h

)

の
發
表
し
た
.イ
シ
ユ
メ
ー
ル
俟

T

^

'6
-

f

I

s

h

m

a

s

、'

B

^

T

s -
. 

M
:
e
r
r
i
l
l
)

の
發
表
し
た
サ
ィ
デ
ム
奚
谷
居
住^

.

.一

..
 

: 
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.

.

.

.

.

.

. 
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f

w

e

H

I
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i
n

 

f
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<
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S
i
d
d
e

日)

で
あ
.ら
ぅ(

:'
8
0.
:
我
國
.で
.
: %

例
：へ
ば
德
永
淳
政
；の
犯
罪
家
系
研
究
の
如
き
、
屢
々
，引
劳
さ
れ

V
1

.

.
ン

.

•

■

■

.

■

:
 

_■
 

..
r
 

.

 

,

:.

る 
i.

こ
，ろ

：
で

あ

る

 
p..
'
.:
.:
 

，
"
'

..
'
ツ
'
 

'

註
？
ア
：メ
，リ
ヵ
に
於
け
る
家
系
研
究
に
：つ
い
て
ぱ
松
本
庭
三
氏
の
近
著

1-
階
級
と
人
ロ」

第
-*
章
を
參.
^
さ
れ
た
い。

，

.

...
 

-

,
:

/.
 

-

 

...

.

'
ラ
遺
傅
の
原
則
七
人
間
の
遺
猶
性
疾
患

:

旣
に
エ
ス
タ
フ.
ル
，ッ.
ク
の.
指
彼
し
た
通
り
、
斯
か
る
異
常
家
系0
劣
質
が
果
し
て
全
部
遺
傅
的
な
，の
か
否
か
は
頗
る
疑
間
で
あ
る

0

* 

•

.
 

.

.

 

.

.

.

惟
ふ
に
人
間
s

'l
l

s

f
澹

I

j

f
盡

爾

は

囔

ぬ

。

こ

れ

は

、

S

物
.に
っ 

.

.い：て
は
菩
人
が
任
意
：に
各
種
办
交
配
を
行0.て
そ
の
結
果
を
觀
察1>
.
.
$
る
に
.反
し

、

人

間

に

っ

，
い

て

は

か

i
.る
實
驗
は
不
可
能
だ
か
ら

、で
あ
：る 0
.
:
:
ス 

 ̂

. 
- 

V 
- 
V 

: 

• 
• 

•
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. 

.

.

.

.

.

.

.
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.

人
間
に
於
け
.
る
遺
傅
の
3

暴
.

は
、

「

後
に
述
ぶ
_

る
が
如
き
禪
.々
_の
.

事
情
< 0
;

^
 

一
 

ヶ
_

の
生
物
で
：あ.
る
以
.
上
、
他
の
動
植
物
に
っ
い
て
，確
認
セ
れ
た
遺
傅
の
装
本
樣
態
は
原
則
と
し

.

て
人
間
.
に
も
適
用
さ
れ̂

ば
な
ら
ぬ
0
 

周
知
の
如
ぐ
、
遺
傅
學
は
メ
シ
デ
ル
.(

^

o

I

^

O

^

M

s

d

e

l

,
 

1
S

2
S

< D
:

行
っ
た
豌
豆
の_

種
硏
究
に
端
を
發
し̂!

も
€ >

で
、

一
八
六
六
年
の.
被
の
'

論

文「

植
物
灘
猶
の
着
究j

こ
そ
：、
今
日
の
遺
傅
學
及
びそ
れ
.に
立
脚
す
：る
優
坐
學
の
礎
石
と
な
っ
た
も
の
で
あ 

'る
.。
遺
傅
に
は
メ
ヘ
ン
：.デ
ル性
と
非
メ
.，ン
デ
ル

：

性
の
一一 .

種
が
あ
：り
、
'前
者
は
遺
俾
子
、が
細
胞
核
內
の.
染
色
體
.

に
存
す
る
場
合
で
、
後
者
は 

細
胞
核
外
に
存
す
る
場
合
で
あ
る
が
、
大
部
分
の
實
例
、
.就
中
人
間
に
於
て
は
殆
ど
全
部
が
前
者
で

あ
る
.か
ら
、
メ
ン
デ
ル
の法
則
を 

:

知
を
と
と
は
畢
竟
人
間
に
於
け
：る
：遺
傅
橋
態
を明
か
な
：らL

む
る
所
以
で̂

る
。

メ
ン
、デ
ル
の
法
則
と
は
彼
自
ら
名
づ
け
た
命
題
で
は
な
い
. °
メ
ン
デ
ル
の
硏
究
は
當
時
は
垒
く
學
坭
の
注
意
を
惹
か
ず
、
■

九
0
0

牢
に
な
っ
て"
即
ち
論
文
發
表
後
三
十
四
年
を
經
て
、
偶

.々

和
蘭
の
ド

•

ヴ
リ
ー
ス.(D

e

 

V
rie

s)、

獨
逸
の
コ
レ
ン
ス(c

o
rre

n
s

ン

1.

-

'

一.

.

，

_

. 

■ 

■ 

\ 

:

及
び
襖
太
利
の
チ 
'
ル.
マ

ク(Is
c
h

e
rm

a
k

.)

が
殆
ど
時
を
同
じ
ふ
し‘て
こ
の
埋
れ
た
論
文
を
發
見
し
、
自
ら
實
驗
を
行
つ
，
て
そ
わ
眞

• 

' 

.... 

.. 

.
 

• 

•

な
る
を
證
明
す
る
こ
と
，に
ょ
つ
て
、
彼
の
名
を
不
朽
な
ら
し
め
た
の
で
あ

‘る
。
そ
し
て
メ
ン
デ
ル
法
則
と
は
右
論
文
に
於
け
干
の

論 

：
.

... .
ヒ
: .
.: 

一
 

a'.
5
s
/
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主
要
命
題
女
指
す»

で
-

あ
つ
て
、
從
つ
て
法
則
の- ^

容
は
人
に
よ
つ
て
多
少
異
つ
て
解
釋
さ
れ
て
ゐ
る
。
#

し
一
般
に
は(

3 :
單
位
性 

獨
立
の
法
則
、(

ニ)

支
配
の
法
則(

優
劣
の
法
則
と
も
い
ふ

)

、
.

及
び
0

5

分
1

の
法
則
の'
三

つ
- 5
:

指
す
が
如
く
で
あ
る0

,'
:

ン 

.

彼
以
前
に
於
て
遺
傅
様
態
の
把
握
さ
れ
な
か
つ
た
.

主
た
る
脱
因
は
、
遺
傀
を
ば
金
體
の
類
似
と
考
へ
て
ゐ

'

た
：こ
と
に
在
るo

然
る
に 

遺
傳
形
質
な
る
も
め
负
父
よ
り
來
各
要
素
と
母
よ
り
來
る
要
素
と

.

が
獨
立
し
て
結
合
し
た
も
の
で
、
そ
め
偷
々

Q

# .

質
は
；

M

然
と
し
て 

保
持
さ
れ
る
。
父
の
素
質
を<1
5(

例
へ
ば
長
身)

、
母
の
そ
れ
を»

(

例
へ
ば
短
身)

と
す
れ
ば
、
子
の
そ
れ
はlA I
B

j

.

eあ
る(

單
位
性
獨
立 

の̂

則)

。
そ
し
て
こ
の
ニ
耍
素
の
ぅ
ち
優
性

(
D

o
m

i
&

n
t

)

な̂

の
と
劣
性9

e

o .e
s
s
i
v
e〕

な
も
の
.

と
'

が
あ
：っ
て
、
前
者
の
み
が
發 

顯

す

る
.°

.

前
例
に
於
て<

を
優
性
、
B

を
劣
性
と
す
れ
ば
子
は
長
身
と‘な
^

(

支
配
の
法
則)

。
そ
し
て
と
0 .

|

|

|

が
同
じ
く
|

_

|

,の

も
0

、 

と

結
; ^

ず
- ^

ば
.(

.

:'
*

社
|

變

J
AI
B

V

寧
|

ハ
- 1
1

^ .

分
離
ず
.

る
0

免
離
め
紙
則̂

と
:<
7

)

©

^

0

^

 

三
：人
は
吏
配
の
法
則 

に
よ
つ
て

--
#

身
で
あ
り
ハ
四
人
目
だ
け
が
短
身
で
あ
る
”

併
し
乜
を
優
性
と
す
れ
ば
^

ー

 

は
短
身
と
な.
る
か
；ら
、
最
初
の
ー
：ん
だ
け
が 

長
身
で
、
殘
餘'
の
三
人
は
短
身
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

'

■ 

Aを
優
性
と
す
れ
ばj|j.

は
外
見
:^
jIA
I
A
l
と

等

な

。•こ
れ
を
現
象
型(P

げ 

は
異
る
？
こ
れ
友
因
子
型

(Genotypus)

と
い
ふ
。
ニ
ケ
の
遺
傅
子
の
ぅ
ち
何
れ
が
優
性
に
^
て
何
れ
が
劣
性
な
る
か
は
先
天
的
に 

は
貢
ひ
得
な
^
も

0
で
'/
'
皐
ゆ
顧
果
が
ら
遡
づ
て#

は
I
I
; 

ノ
.̂ 

.

，
'
リ

に

.,■

•

 -
•

 /

 

■

 

:

 

.

/

 

/

 

'

 .

 

•

 .

 

-

 -

 
-

 

.

.

.

.

.

 

-

 

,

.
い
ま
或
る
疾
病
が
遺
傅
性
：な
ら
：ば
、
；そ
れ
が
優
性
：な
ら

.
ぼ
患
者
は#̂
^
か
^̂
 

で

あ.
るo 
:(

劣
性
な
'ら
ば
§

は
現
象
型
か
ら
は
芷
常.人
で
あ
る
0
>
遺
俾.
様
態
は
緒
婚
相
手
：の0 -
.子
型
に
ょ 

•.
各
因
子
1の
組
合
せ
に
ょ
つ
；て
決
定
さ
れ
岑
加
ら
次
'0
如
<
せ

あ

る
'0
■•
'■.

-c  I
〕  

A
A
'

X 

A

 A
l-f-

»
 
+ 

+ A
A

 
= 

•• •
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. 
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* 
•
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*
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ノ
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^

X
W
W
^
S
>
W
+
A
W
+
>
W
+
>
W4

IA
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 •  
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、
co
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へ
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•
. 

. 
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-

(
f
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A
B

X'A
A
=
=
A
A

+

A

A

+

A

B

+
A
B

 

n
nbo
^
\
.
J
^
k
,
+

to
^
\
.
w
.
* 

(

-办
ン

、

X
>
W
=̂
>*
A
+
>'
B
+
>
1
B
+
W
W
S
Z
^
>
>
+
2
>
B
+.
W
B: 

•••「

5
ノ

. 

• 

• 

.

.

. \

. 

• 

' 

.

.

.

..

.

 

»

X
B
B
=
A
B
-f
A
B
+
B
B
+
B
B 
=
 
2
A
B
+
2
B
B
:
:
:
:
:
:
:
i.
:

^

.

.

.

. 

...... 

..

即
ち
合
計
六.
通
分
の
場
合
が
あ
り
う
る
が
、

こ
の
う
ち

(

ネ)

と(_

〕

と
は
全
く
等
し
い
：か'ら
、
結
局
全
部
で
五
通
し
か 

な
る
C
そ
し
て(

，1)

の
摄
合
に
は
、

Aを
優
性
^'
:
す
れ.
ば
、
結
婚
钳
手
の
如
何
を
問
は
ず
、
子
供
は
全
部
病
人
で
あ
る
？
ま
た
八
を
劣

性
と
す
れ.
ば(

1)

の
と
き
だ
け
子
供
全
部
が
病
人
で
、
-'(C

o
.

の
と
き
は
哔
數
は
病
人
、
.
半
數
は
正
常
人
で
、
.(

3)

の
と
き
は
全

部

正

常

... 

. 

.

.

.

.

. 

, 

..

人
：で
あ
るo.

次
^(

五)

.
の瘍合に，
はク

A
S:.
優
性.
と
す
れ
ば(

4
しの：
と

.
ぎ
社
全
部
病
人.
、.(

5 )

の
と
き
は1.1

一
人
が
肖
人
で.
一
人
は1
人
> 

6)

の
と
き
は
半
分
が
病
人
で
半
分
は
正
常
人:̂
な
;1
)
、
更.
に
も
し
八
を
劣
挫
と
す
れ
ば̂

シ
の
と
き
ぼ̂

分
病
人
で
半
分
は
祀
常
人
、

*  

• 
.. 
. 
I . . 
. 

. 

广.. 

•
.

(

5)

の
と
き
は
一
人
病
人
で
主
人
は
正
常
人
、
；：貨

)

：
のとき：
ば全部茈常入と，
な令

い

ま

優

性

遺

僻

病

に

於

て
上

記

.五
通

り

.の

.組
合

せ

：Q.

う

ち

；の
.如

何

な

る

形 

B
.
B

一

,■
■

::
■
 

. 
' 

'
パ. 

.
■// . 

•  
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• 

•

-
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-
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:
. 

/
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陈
種
法
の
理
念
ミ
そ
め
人
ロ
政
策
的
窥
義

 

• 

' 

. 

'

一. 
0

:

2'
'
2
l
-5
0

 

f

 

■

か
、'
又
，は(

C
o

即

ち
A

B

X

B

.

Bで
あ
ら
ぅ
。
蓋.
し
他
.
の
形
式
は
何
れ
も
病
人
同
志
の
結
婚
を
意
味
し
、
か
ふ
：る
結
婚
の

.I
.

般
に
：间
避 

一
 

•

さ
れ
る
こ
と
は
當
然
想
像
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
*

併
し
上
記
の
ニ
形
態
の
ぅ
ち
で
も
?

〕

よ
り
は
9

)

が
ー
般
で
あ
る0

^
言
す
れ
尤

j 

 ̂
fl

| 

从
よ
り
も
^
の
方
が
遙
か
に
多
.い
。
蓋
し
^
を
坐
む
結
婚
は
、
右
に
述
べ.た
と
と
ろ
の「

一
般
に
囘
遯
さ
れ
る
結
婚|だ
か
ら
で
あ
る
0 

I' 

, 

斯
く
て
優
性
遗
傅
病
は
殆
ど
常
に(

6〕

の
形
式
に
よ
っ
て傅

へ
ら
れ
る
と

見
て
よ
く
、
換
言
す
れ
ば
斯
か
る
結
婚
か
ら
坐
れ
る
子
供
の

j  

... 

'
半
數
は
茈
常
人
で
、
半
分
は
病
人
で
.
あ
る
0
.,;

.--

1,
'::

パ

'

.

V

'

'

■ 

:
..

•

f 

... 

■

'1
1
 
)■.
 

,.
 

.

.

. 

■■ 

■

,
 

,
 

* 

.
 

-
 

... 

.

.

. 

.

.

.

.

I
:

へ
 

.
V然
る
に
_

遺

■

に
於
'て
は
範
圍
は
著
し
；く
狹
く
な.っ
て
.、
上
記
の
盡
り
一Q

宴

の

ぅ

：ち(

1)

即

I  

, 

, 

V

 

»

f

 

X
>
w 

S

M

P

L

0

M

^

P

0

^

O

.
 
5

 
?

 ̂

Q

 

A
A

X
S

B

 

及
び
べ
6〕

Q

+
•

'
.
.

 

-

 

. 

. 

' 
-

 

, 

-
• 

一

.

.

.

.

 

.

-

 

.ゾ
 

..

r 

.

.

.

.

.

.

 

,

>
匕
':
>
<
3
»
に
於
て
'^
生
れ
る
子
供
は
全
部
^
常
人
だ
か
ら
で
あ
る
，0然
ら
ば
右
の
三
通
り
の
ぅ
ち
何
れ
の
形
式
が
最
も
多
ぃ
か
と
ぃ 

'
ベ
ば(

ネ〕

即

ち

：A
W
X
A
B
で
杏
る
？
い

ま

墓

囀

士

に

よ

：っ̂

,

「

劣
性
の
遺
傅
因
子
A
.が

'嚴
社
會
人
間
の
あ
ら
ゅ
名
因
子
間
に
現
は
れ
る
確
率
を
セ
と
し
‘
吏
た
妇
が
ー
般
類
の
遺
辦
因
子
中
に 

:出
現
す
る
確
率
を
々
と
す
：る

(

但
し
'セ
+
ぶ
=
1

〕

0
然
ら
ば
劣
性
患
者
^
の
發
生
す
る
確
率
は?2
'
ま
た
\6
の
如
き
コ
ン
ド
ゥ
ク
ト
ー
レ 

し

：(

劣
性
因
子
を
も
ち
な
が
ら
表
茴
疋
常
と
し
て
現
は.れ
る
も
8
;の
發
生
す)

る
"確
率
は
|
:、
更
に
完
全
な
る
|

者
§
0
發
坐
す
る
確

,

率
は
^
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ0 

.
' 

ノ

.

• 

. 

•
, 

. 

.

今
更
に
病
人
が
§

の
兩
親
を
も
つ
確
率
すx
.
i
:
す
れ
ば.
、.

P2
X~
は一，
般人中に於け.
るキンドゥ

ク
ト
ー
ル

兩

親
.€
よ
つ
て
生
れ
る
^

.

者
の
發
見
確
率
•で
あ
浴
 
0

.

',
 

:

.

■ 
 ̂

- 

 ̂

^

'.

袅

=
叫(2pqx2pq

)
：

''

.'
-へ 

ノ 

，\

,- 

;

何

故

な

ら

ば

右

邊

冬

ま

：炎

コ

シ

ド

ウ

タ

：ト

ー

ル

爾

親

が

，結

#
に
ょ
つ
て
患
者
.の
坐
れ
：る
歡
率
だ
か
ら
で
あ
る0:
4

で
除
し
た
(0
は
、

コ 

VK

ウ
：ク
：卞
丨
ル
南
親
か'
6

生
れ
.る
患

者

：の

數

は

全

體

の

：

四

分
.
}
:

だ

か
^
で

あ

る

o;

乃

^
卜

....
 

•
 

•
 

-
 

■
 

•
 

.
 

...
 

メ 

.
 

.
 

•

.#

然

る

にP
r
2

p
.

は
非
常
允
小
な
る
數
で.あ.
る
か
らr

x'
は
殆
ゼ
1;
に
等
し
ぐ#

る
？
：換
言
す
れ
ば
患
者
の
殆
ど
：全
部
が
コ
ン
ド
ウ
ク 

ト
ィ
ル
兩
赚
ダ
の
如
ぎ
冬
の
メ
子^^
い
ふ
乙
ど
^
な
る」

？
^

®
,'
:

^̂̂ 

'一'
'
，.
'':,

.

,

.

.

.

 

•
-

 

即
ち
劣
性
遺
傅
病
が
殆
ど
常
に>
bj
x-
> '
3

と
し
て
傅
へ
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
斬
に
述
..ベ
た
理
由
に.
ょ.
つ

て

、
生 

•
.

1

.
だ
'け
が
病
人
と.
な
る
の.
で
あ
^
o 

-.

.

•
以
上
£

ょ
つ
て
迕
人
は
一
般
の
形
式
に
於
け
る
優
性
遺
傅
で
は
子
供
の
；半
分
が
、
劣
性
遺
傅
で
は
子
供
の
四
分
：

1

が
患
者
な
る
こ
と 

を
知
つ
た
。
故
に
理
論
的
に
は
こ
れ
を
逆
に
遡
つ
て
、
問
題
の
疾
病

.
が
優
性
な
る
か
劣
性
故
る
か
を
知
り
，ぅ
る
管
で
あ
る

0

朝
顔
の
花 

は
赤(

<
0
が
優
性
で
白9

)

が
劣
性
で
あ
る0.

い

まA
B

X
A

W

 (

兩
#
と
も
赤)

を求めル，
ば四分の三ば赤

>

四
分
の
一
は_

な.
る

:;,.
.

一.

 V
:

 

v 

.
■
- 

-

.

,

.

■

■

.

.■
■
:
.
..
■

.

■

■
 

. 

. 

■
 

■
 

■
- 

\ 

-
 

...
 

..
 

.

.

.

. 

.

:

-

Y

き
；

&

で
あ
る
。
今
井
博
士
が
ニ
.
ケ
の
赤
い
朝
顔
を
用
ひ
て
實
驗
し
た
結
艰
に
ょ
：れ
ば
赤
：三
：五

2 :
0,

白
-
1
四
八
で
あ
0
た
0

こ
れ 

'
'
:
 

:

輝法一
の：
理念

.v

 
今

.

一
 

ー

-'
人ブ五ニ，
七

)

，，



墩
種
法
の
理
念W

そ
の
人
口.
政
策
的
意
義 

•

1

ニ 

(

1
5K
1
1八
：

>

は
殆
ど
三
對一

で

あ
-̂
か
ら•

博
士
の
机
ひ
た
朝
顔
に
於
て
は
赤
が
優
性
に
し
て
白
が
劣
性
な
る
こ
，
と

は

明

か

で

あ

る

。

も

し

t

の

方

-■' 

* 

.
 

•
 

■
 

-
 

'
 

■
 

; 

■ 

•
 

. 

■
 

: 

.
 

: 

‘
 

.
 : 

-
 

-
 

. 

" 

.
 '

,.
:,.
.;
.-...

何
と
な
れ
ば
一
夫
#

か
ら
數
西
乃
至
數
千
の
子
供
が
坐
れ̂
こ

と

は

，あ

り
得
な
い
か
ら
で̂

る
- 0

そ
こ

で

人
間
に
つ
ハ̂

は
實
驗
^
代

へ
、
る

に
.
統
計
的
方
法
を
以
て
す
る
の
で
あ
つ
て
、
同
じ
患
者
を
子
供
の
中
，に
も
つ

#

數
の」

家
族
，を
求
め
、
•全

體

氣

分

紙

健

康

、
.
.

.
• 
• 

. '
'
v
:
.
.'

 

-
 

•. 

•
. 

、
 

...... 

く
.. 

•. 

，
•:
.

.

.
- 

.

.

.

.

.

'.
... 

• 

. 

.

.
•

:-
.
.
.
.
. 

-
.

一
 

*
: 

..

半
分
が
患
者
な.
ら
ば
そ
の
疾
病
は
優
性
で
あ
り
、
四
，分
三
が
健
康
で
四
分

1

が
患
#
な
ら
ば
劣
性
で
あ
る
士
す
る
外
は
な
い
。
併
し
如
：
 

何
に
し
て
適C

農
な
家
族
を
求
め
う
る
か
は
至
難
な
業
で
あ
る
o-
漦
し
子
供
が
一
人
乃
至
ニ
人
の
如
き
家
族
で
は
、
明
か
に
遺
傳
質
を

^

..  

-
ニ
 

- 

, 
------------

1 

.

ち
^

ら
，

一
人
の
患
奢
す
ら
も
た
ぬ
こ
と
が
.
あ
り
う
る
か
ら
で
、
調
资
に
當
つ
て
は
少
く
^
も
ニ
人
の
患
者
を
認
め
ね
ば
調
茶
の
對
象 

と
は
さ
れ
な
い
で.
あ
ら
う
。
加
之
、
遗
傳
病
.
と
雖
も1

定
の
年
齡
に
達
せ
ね
ば
發
病
し
な'い
も
：の
も.
あ
り(

例
へ
ば
ハ
ン
テ
ィ
ン
ト
ン• 

ヒ
:»
レ

プ
11
1
^
舞
踏
谓
：の
如1>〉

、
叉
は
：男

子

杞

繁

る

：バ：：,

り
、
或
ひ
は
輕
微
な.
た
：め
判
定
し
難
い
も
の
、

又
は
故
意
に
.

陰
蔽
さ
れ
る
も0

な
、ぞ
が
あ
つ
て
、
要
す
名
に
正
確
な
氣
者
.の
比
率
は
容 

易
に
求
■，め̂

れ
な
.

い

，の

.で

あ

る

:0

斯
ぐ
て
遺
傅
の
情
況.は
動
植
物
に
於
て
は
著
し
；

く

明
瞭
と
な
：つ
だ̂̂

'

.

♦

'
 

' 

.

. 

I
.

. 

.

-

-

 

.

遺
傳
に
っ.
い
セ
は
今
な
ほ
不
湖
警
の
_
.

い
;°
こ
^
 

み
で
な
く
、
：
實
に
或
る
素
質
が
果 

し

；
て

遺

灌

な
;»
)
や
否
ぞ
と
い_

ふ

根

本

問

禪

裏

い

て

さ.
へ
%:
言
ひ
う
^

の.
で

あ

る
,0
褰
し
最
初
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揹
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營
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れ
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又
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句
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験
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胙

ぬ

。
犛
し
自
然
淘
汰
は
斯
か
る
階
層
に
於
て
强

力

：に

行

は

れ

る

普

だ

か

ら

で

：
あ

る

o
'併
し
心
身
の
潑
達
に
、
下
賢
階
級
の
環
境
が
不
利
な
こ
と
は
匈
人
も
：否
定
し
得
な
い
で
あ
ら
ぅ

。

' 

.
即
ち
下
層
人
ロ
0
相
對
的
膨
脹
が'

國
の
>文
化
の
將
來
に
決
し-て
有

利

で

，
な

い

こ
^
は
明
か
で
あ
る
？
 

.
.

.

■

第
二
に
、
不
適■

必

ホ

し

為

產

力

が

；弱
い
と
は.限
ら
ず
、i

ろ
そ
の
反
對
の
場
合
が
顧
め
て
多
.い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
常

習
.
 

犯

，罪

者

や

精

刺

病

患

者

等

が

概

':
1,
,

て
旺
盛
な
出
產
カ
を
有
す
る
こ
と
は
旣
に
.
統
許
的
に
立.
證
さ
れ
て
ゐ
る0
\.然
ら
ば
時
の
經
過
と
共
に 

不
純
な
人
口
部
分
は
相
對
的
に
膨
脹
す
る
®

で
、
下
層
人
口
の
相
對
的
膨
脹
と
相
俟
っ
て
、

:
所
謂r

逆
淘
汰
1-,
と

い

ふ

怖

る

べ

き

結

^

を 

溜
來
す
る
セ
あ
ら
ぅ
。
，と
の
事
は
醫
學
の
進
步
に
ょ
名
っ
虛
弱
者
の
生
蒂
し
に
ょ
っ
て
十
段
の
拍
車
を
か
げ
ち
れ
る

^
事
實
醫
學
の
進
步；

—

は
驚
嘆
に
値
す
る
も
の
が
あ̂
と
は
い
.へ
、
今
な
ぼ
そ
の
主
た
る
効
果
が
疾
病
の
惡
化
を
防
止
す
^
に
あ
っ
て
、
必
赉
し
も治
療

そ

の
 

」

も
0
に
.な
.
5こ
と
.は
疑

：
へ
な
：
い
。

こ

れ

'が

为

^

む
ふ
結
果
ヵ
な
い「

と
.

は
1

ーー11
し
得
な
.
い
0 ,

_
で
.
あ
る
0

遺
俾
病
の
如
ぐ
、
人
力
を
以
て
殆
ど
如
何
と
も
爲
し
難

V

事
實
に
關
し
て
は、
./

醫
舉
は
極
.
.め
.
.て
無
カ
.

な
..る
と
.
.と

. ?
:

^

認
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。..
.
.
.
.
.
:
.
:
:
.

ゴ

.0.........

〉

：
.故

人

ロ

.の

.素
質

を

向

上

、
せ

し

め

る

_

-^
は

、

環«
の

改

善

と

共

客

、

ょ
：き

遺

傅

質

0
保
,

劣
惡
な
遺
傅
質
の
妨
逷
を
怠 

ビ
ア 

J ソ
4 :

寧

、Fe 
老
s
o
n
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fe
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i
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o
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在
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斷
種
法
-の
‘理
念
式
そ
の
人.0
政
策
的
意
義
 

1

八

(

1五
三
四)

.

 

日
本
民
族
衞
生
協
會
と
改
名
：

r

が
創
立
さ
れ
、
活
潑
な
運
動
を
續
け
て
ゐ
る
。

然
ら
ば
惡
質
の
遺
傅
及
び
感
染
は
如
何
に
し
て
妨
逷
さ
れ
る
か
と
い
ふ
に

"

恐
ら
く(

1
_)

無

苦

死(
E

u
t

h
a

n
a

s
i

a
)

*

 

(

2 )

婚
姻
銃 

制
、(

3

〕

避
姙
、

. ?)

隔
離
，.
及
び(

？

)

斷
種
の
五
0

の
方
法
ゼ
擧
げ
ぅ
る
で
あ
ら^ 1
0

こ̂

ぅ
ち
無
苦
死
と
は「

懇

悲

的

馨」

と
も 

呼
ば
れ
、
絕
'望©

’

病
人
叉
は
：不
具
の
坐
兒
を
殺
す
? :
.

と

で

、
實
^ ，
に
は
行
は
れ
て
ゐ
%

と
し
.

て̂

法
#

上
は
！^

^

^

で
あ
るa

 

0

博
士
の「

噓
の
効
用」

に
は
こ
れ
比
關
す
ざ
興
味
あ
る
頊
目
が
あ
ー
る
户
何
れ

'

に
し
，ろ
こ
れ
が
不
法
杼
爲
た
る
.

以
上
、
ヒ
れ
を
國
家
の
政
策

.
 

•
•
•
•
>
•
•
-
•
• 

.

.

.

.

.

.

.

. 

. 

•
. 

.

.

. 

.

.

. 

, 

' 

.

:

に
數
へ
る
'

こ
と
は
抵
來
な
处
が̂:
"

.

:

^

^殘
餘
の
四
方
故
の
み
が
問
題
と
な
る
. ^
-

で
あ
.

る
.
0

ぐ
''
'

:

く
‘

;

先
づ
婚
姻
銃
制§

い
.

)

て
見
冬
に
、
：大
部
分0

國
家
：に

於

て

啪

鑛

は

個

人0

自
由
に
屬
し
:'
-
-
>

•

何

等

め

篆

も

.な
い0
故
に
如
何
に.
惡
質
：の
遺
傅
病
患
者4

結
婚
し
，て.
子
を
生
む
權
利
が
あ
る
の
.で
あ
ク

:

る
4
0

ほ
な
^
。
：
然

る

に

獨

逸

で

は

：
一
；
九
一
ー

$

年
十
月
十
八
日
の「

姬
姻
健
康
法.」

：

E
h

e
g

fd
h

e
itsg

e
s
e

tz

 ;(

靜
く
は
獨
逸
民
族
遺
傅 

健
康
保
護
法G

e
se

tzzlu
m

へ

S
ch

u
tz  

de
.HE

i;b
g

e
su

n
41 >

€it  
d
es  d

e
u

^
ch

e
lv

v

o--lk
e
s  

A
ょ
つ
て
、
.危
險
な
結
婚
を
禁
止
す
る
に
至
つ

ぢ

'第
.

r

 
傺 k

0-
く

,.
'

:
へ
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•
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;

兹
ラ
該
當
：ス
：ル
者
ハ
婚
姻
ス
可
ラ
ズ

v

:

.

c

a

.

v

■
■

婚
姻
當
事
者
ノ
：
1

人
ガ
、
：相
宇
方
又
パ
生
レ
：.出
 

ル
ガ
如
キ
傲
染
鶴
患
ヲ
有
ス
ル
ト
キ

:

' 

.(

匕

:.
,略
1

;

•
'
.
;

〈

■
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.
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-
.

，
ノ.
 

.
.
.
.
.
.
.
.

.

/

C

C

V婚
姻
當
事
者
ノ 
T

A

ザ
' '

國
民
共
同
體
マ
リ
見
テ
；婚
姻
ガ
好
マ
>

ゾ.
力
.ラ
ザ

(

d
o

婚
姻
當
寧
者/
一
人
ガ
、
斷
種
法
ニ
規
矩
セ
ラ
，
レ
タ
ル遺
傳
疾
患
ヲ
有
：ス
ル
ト
キ.
'

'

ベ
' 

(

2

)

：
'

:

:f
i
K

^)

ノ
規
定

；

r
.

.

相
手
方
ガ
生
磺
カ
ナt

ゲ
：

…

.:

故

に
^,
婚

に

當.つ
て
：は

廣

め

如

參
(?
)
;1*
碍

の
^
い
こ
.と
^ ;
'健
康

局

：

(

0
菌

00.
家

曽̂

^
^
^
^

.、

V 

更

に

こ

；
の

ぼ

か

猶

木

人

と

(6
結
婚
禁
止
令
も
あ̂

が

、

こ
：れ

に

.
つ

い

て

：
は

旣
^
本
^

■
 

:
#
概

論)

、
且

っ

本

問

題

：

:'
<?:
は

：直

接

の

關

屬

は

な

い

。

我

國

：で

%'
近
時
議
階
級
ぬ
間
の.
結
婚
^

饩

^

.

換
す
名
こ
'

と
が
行
は
：火
出
し
炎
：が.

v

私
：の‘
聞
知
す
る̂

で
ち
；で.
は
、
串
と
じ
て
性
病
ぬ
有
無
を
朋
が
に
公
て
以
て
品
行
嵛
定

.

の
：，一
資
料

:

.

.
 

.
 

.
 

: 

■
■
■
■
■

.-

パ

.

■
 

... 

.'''

へ
.

た
ら
し
め
ん
と
と
を
自
的
と
す
る
：が
如
<

で
; >
必
ず
し
も
慶
坐
學
的
：意
圖
は
含
ん
で
居
ら
ぬ
ょ
ぅ
で
あ
2>
'

:0

 

,

 ,
 

,

>

y 

•

.

»

.

.

.

 

*

次

に

避

姙
-.
^

亦
惡
質
遺
傅
妳̂

の
^ .

-

ヵ
か
手
段
で
あ.
る.
0
.
,
避

姙

は

出

產

が

何

等

か

^

^

' 

:

れ
务
こ
と
は
言
ふ
迄
も
な̂
が
、
：こ
め
弊
害
と
は
第/
1
に
舟
體
の.
健
康.
を
害
ず.
る
場
合
、
®

.

<
 

.
.

.
.

.

維
持
發
遽
を
困
難
尨
ら̂

め
.る
瘍
合
';
及

び

；.

ー
に

^
質
の
遺
傅
兒
を
生
む
惧.あ
：る
場
合
で
あ
を0
,

不
具
り
子
ほ
ど
可
愛
い

」

と

は

親
.

.

:
の
憐
情
を
指̂

た
も
0
で
、：.決
し
：て«

か

；る

：子

供

忆

ょ

つ

：
て

親

が

眞

の

幸

_

を
味
べ
る
も
の
で
拟
あ
る：

_ 

,

'

 

れ
な.
が
ら
に
し
て.
終
身
刑
の
判
決
を
下
さ
れ
，
§

む
；べ
き
存
在
で
あ
狄
、
社
會%
國
家
も
單
に
有
形
無
形
の
损
失
を
蒙
る
だ
け
で
あ
、

•

•»
.

,

_

.
 

•
 

; 

-
 

•
 

I 

. 

- 

,
 

•
 

.
 

,
 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

:

:

:如
翁
な
る
見
地
办
ら
し
て
も
、
斯
か
る
小
兒.の：出
產
は
阻
北
さ
れ
て
然
る
べ
き.で
あ
る
6
故
に
»
質

0
疾

病

に

懷

む

失

婦

に

積

極

的

も,
■

.
,, 

.

.
趣
姙
办
方
法
を
傅
授
し
獎
勵
す
る
こ
と.は
濘
ろ
國
家
の
義
務
と
ざ.れ
ね
ぱ
.な
ら
ぬ
Q
併
し〗

兀 

.

■

か

今

會
1
^

に
*
^
:

の
：；意_

を.
充
分
に
激
明
す
る
ど
と
.が
前
提
と̂
^
0:
即
：ち
と
の
方
面
の
敎
育
を
普
於
 

,

の
で
あ
つ
.

て
、
■

今
.
日
の
如
く
中
等
學
校
に
於
て
す
ら
、
遺
傅
と
は
朝
顔
や
碗
豆
に
の
み
存
す
る
現
象
な
る
か
の
如
き
敎
授
法
は
根
本
的

.
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I

l

f

s

'
合

政

i

義
.

、
：
 

• 
二
〇

(

一
五
S
 

に
改
め
ら
れ
ね
ば
な
ら.ぬ
。 

•

■

龠
三
の
隔
離
と
ば
、
そ
れ
を
放
置
す
る
ピ
と
が
社
會
的
に
危
險
，な
る
傅
染
牲
又
は
遺
傅
性
患
紫
を

I

定
個
所
に
閉
じ
込
め
る
ヒ.と
で
、 

精
神
病
院
や
癩
病
院
等
へ
收
容
す
る
の
^

普
通
の
方
法
で
あ
る
。,,
こ
れ
は
コ
レ
ラ
、
チ
フ
ス
等
の
普
逝
わ
傅
染
病
患
者
を
傅
染
病
院
に
、 

观
罪
密
を
荊
務
所
に
、̂
良
兒
を
感
化
院
に
收
容
す
る
の
と
根
本
瀨
神
は
同
：

1
.
:
で
、
：.唯
だ
犯
罪
者
や
不
良
兒
の
場
合
の
如
き
刑
罰
の
意 

ノ
味
钇
含
ま
な
如
-^
せ
：で

あ
•:
:
%惡
質
遺
傅
者
や
癩
患
者
は
何
れ
も
藤# '
.

の
敗
慘
者
：で
：泌
り
、
；
.

無
能
カ
者
で>

る
6

故
に
各
自
の
i

に
、

、こ
れ
が
保
護
を
：

「

任
し
、

こ
れ
浪
患
者
自
身1
^

そ
0 ;

家
族
に
と
：れ
を
支
辨
せ
し
め
资
こ
.と
は
多
<̂
の
場
合
困
難
セ
あ
る
。
故
に
必
要

.
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• 

- 
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• 

,

呔
痛
感
さ
れ
乍.
ら
>

我
國
©
如

き

施

設

極

め

：
て

幼

雕

且

<>
耸
弱
‘で
、
八
萬
に
達
す
る
精
神
病
者
：の
：ぅ
^

容
せ
ら
る
，乂.
も
わ
僅
か
に3

千
數
百
名
に
：過
ぎ
す

(

昭
和
九
年
宋〕

: '

天
刑
病
と
し
：て.忌
避
さ
れ
る
癩̂

.

.

.• 

.
 

.

-

-

'

\ 

I
 

•
-

ト
乍
ら
、
：读
養
所
に
准
；る
も
.
の
：は
六
千
ス
百
名
に
止
史
る

(

：昭
_

十
|

年

七

愚

。
文
化 

現
狀
の
T

に
於
て
は
、
隔
離
は
到
底
荷
力
ぶ
手
段
と
は
な
り
.

得
故
：い
で
あ
ち
ぅO

V

■:
‘

，
、
最

後

に

斷
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乇
の
^
請

校

つ

：
き

家

に

在

る

父

：

C

婚

姻

に

依

り

，
そ

の

配

偶

密

の

家

.に
入
ゎ
た
'る
者 

'
に
在
り
で
は
そ©:
配
偶
者
の
父
と
す
以
下
こ
れ.に
同
じ)

，
の
：同

意

を

得

る

，こ

と

を

要

す

る

こ

と

’
',
.
.

;

本

人

十

：八

歲
^

^
な
>

か
又
は
心
神
喪
臾
者
な
る
ど
き‘は
そ
の
配
偶
者
及
家_に
.在
を
父
ょ

,第 
一
^
、
第
1

_
、
へ
第
七
第
ー|
項

若

は

第

四

項

又

は

第

九

第

ー

1
項
，
の

場

合

に

お

い

て

そ

の

配

偶

者

知

れ

ざ

る

>.
.
:き

又

ぼ

そ

め

意
5
|を
表
宏
す
る 

.

'
■,
こ
と
能
は
さ
る
と
：き
は
も
の
家
に
花
る
父
hの

同

意

又

ば

申

請

を

以

蓋

る

こ

と

，:
:

'
ぐ

ぷ
^

^

^
■■

.'
:

前
ー13-
、
齡
七
售
1
1項
若
は
第
四
項
叉
は
第
九
第
ニ
頌
の
場
合
に
於
で
家
に
在
.る
父
と
あ
る
は
父
知
れ
ざ
る
と
き
、
死
亡
し
た
る
と
き
、
.
家
を 

.
去
，り
た
る
と
き
叉
は
其
の
意
思
を
表
示
す
i

j
と
能
は
.ざ
る
と
.き
ば
家
.に
在
る
.母
,,
.へ
婚
姻
に
取
り
其.
.の
配
偶
#

の
家
に
入
り
だ
る
者
匕
在
り
て 

ぼ
其
の
_

偶
者
の
©'
と
.す)

'
と
，
し

家

に

往

る

：父
母
迪

€

知
れ
ざ
る
と
き
、’死
亡
.
.し
た
る
と
き
、
：'家

を

去

り

た

る

と

き

又

.は

そ

の

意

思

を

表

示

す 

■る
:£
,と

隨

は

さ

る.と
'き

は

戶̂

と
%
戶

主
5:
|
れ
.ざ

る

：と

き

又

：は

ぞ

の

意

思

を

.表
示
す
る
^

と
，
能

；は

ざ

：
る

.

.と
き
は
.親
族
 ̂

.

.

',

第七
，
.

斷
齟
の
_
請
：は
諂
六
に
依
る
：の
外
精
神
病
院
法
に
依
：る

.精
#
病
残
官
公
立
の
少
年
敎
譴
院
、

:.
'
德
.疋

て
定
む
る
衞
坐
官
班
若
奴
営
公

「

立
病
院
'の
長
ょ
：り

之

を

爲

す

：：こ
；
と

を

得

.る
こ
と
*
低
し
第.

II.

の
第
：

1|

獨
及
第
三
項
の
變
ロ
に
付
て
は
此
の
亂
り 

.

.

. 

：.に
在
ら
ぎ
る
と
：
.と

.
'
.
.
.
:

''」

'
.
..:
-
'
公

、
..
前
孭
の
_
請
.に
は
斷
種
を
受
く
べ
き
者
及
其‘の
酣
偶
者
の
同
意
を
得
る
こ
と.を

敷

す

る

こ

ー

と

•
. 

• 

.

:

本
人ri:

十
五
歲
以
.下
な
る
か
又
は
心
神
耗
弱
者
な
^

は

前

項

の

.同

意

の

外

^

の
^

.斷
飩
法
の
理
念，
i

•の，
人p.
政
頷
的
意
義
：

:
.
.ニ
^ ,
' 

(.1:

五
四
五
>
:
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'
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'
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.

.
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,
, 

: 

-
'

./
-:
.
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;
.
'
.
-*
':
-
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.

.
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.
J

斷
_
法
，の
理
念
|

の
人
ロ
政
漱
的
窟
義- 

I 

‘
三
〇

(

ー
芄
四
六) 

前
項
の
場
合
に
於
て
本
八
十
八
歲.盡
な

る

髮

S

神

窦

蝥

る

と
S

S

■
寶
家
に
在
る
父
Q
S
M崙
る

t
を
以
て
足
る

.H
J
.

と
：
- 

.

'

-

'■■
.
. 

バ
く 

- 

..
 
.■•
.
.
.
.
.
. 

. 

.

.

.

.
 

■

,

.

.

.

.

.

.
 

..... 

.

.

第
八
第
七
に
依
り
斷
種
の
沖
請̂
爲
す
^

と
を
海
る
者
必
耍
な
石
间
篇
女
得
る
こ
と
能
は
- ^
る

曝

合

に

於

て

も

其

め

疾

患

著

し

く

黯

質

な

り

と

.， 

.

.
認

む

る
と
：き

は

其

のa
由

を

附

し

て
.申

謂

を

爲

す

こ

と

.を

得

る

と
と
：_
 
:
■ 

.
 

'、'

第

九
‘
斷
種
の
申
請
は
命
令
の
定
む
み
所
に
依
り
地
方
長
官
に
こ
れ
を

.爲
す
こ
と
を
要
す
る
こ
，と

V. 

;

■:
.

.
前
項
の
：

4
-

請

に

：は

斷

湩

あ

受

バ

备

康

の

：健

康

診

斷

嘗

、
；
，邀

傅

調

逾

書

及

本

人

：

0

人̂
十
八
歲
證
な
る
が
又
は
心
身
喪̂
^
な
る
と
き
は
そ
.

0
酣
偶
者
及
家
に
在
も
父
と
す>
ー
が
斷
種
：の

結

果

に

付

了

知

し

.居
各
旨
々
斷
の
證
明»
如

酿

響

る

こ

.と

を

要

震

匕

と
 

.第

十
'
斷
種
を
行
ふ
冷
適
當
と
す
阜
杏̂
蓄

才

る
_

央
優
生
審
齑
#

及
§
ヵ
優
坐
_
查
會
を
置
：ぐ
''
: '
^

广
本
名
池
®
#
及̂
.泄
方
優
生
審
淹
遣
办
紙
織
は
命
令
を
以
て.之
.を
萣
む
も
こi

.第

十
-_
.
べ
：：̂

@
の
_
請
;'
?
>り
た
.る
と
：き
他
地: ^
¥
官
は
地
方
優
生|
|蜜
會
の
意
見
を
聽
き
斷
極
を
行
ふ
ぺ
き
も
.の

と

認

：む

る

や

杏

を

決

定

す

る

こ

.

t

 

V
 

v 

■

.
;
.
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\
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 ̂
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.
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 ̂
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.

.

/
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•
 
•
 
«
 

•
 

.
 

•

■:
.
 

4

第
十

二
：

：
.第
六
及
第
七
に
依
り
斷
種
め
申
請
を
爲
す
こ
と
を
樽
る
若
又
は
斷
槌
の

s

i

に
付
其
0

者
.の
同
意
.を
^
^

.

.

. 

-

■

- 

.

.

.

. 

...... 

‘.... 

-
 

,

，.
者
は
第
十
一
の
俠
定
に
對.し
其
'の
：決

萣

の

通

知

を

受

け

た

る

&

ょ

り
.ー
，
ー

十

日

以
.內

：に.厚

生

大&*
に
 ̂

.

第
十
^:

第
十 
一|
.の
抗
哲
ぁ
4
た
る
と
：き
'

a廣
坐
大
技
は
中
央
優
坐
審
莶
窗
の
意
東
を
聽
き
抗
赀
を
理
由
な

 

>と
す
る
と
き
は
之
を
即
ド1.
宂
街 

.
を

理

，
：
由

ぁ

り

と

す

る

.と
：
き
ぼ
地
方
長
官
の
決
定
を

'取
消
し
吏
に
斷
種
を
行
ふ
べ4」

も
.：の
と
認
む
る
.や
 ̂

, 

r
十
四
.
.中
央
傻
生
_
査
會
及
^
方
優
生
^
茶
會
は
薄
查
'.
の
爲
必
要
ぁ
り
と
：.認む
る
.と
き
は
斷
種
を
受
ぐ
べ.
.
き
者
又
:̂
參
.考
人
に
出
頭
を
命
じ.
^

.

實

の

供

述

を

爲

さ

し

む

、
る

こ

と

を

得

る

こ

と

第

六

-^
第
七
に
依
り
斷
種
の̂

謂

を

爲

す

：：

と

を

得

る

激

又

は

斷

種

，
の

^

請

に

付

其

の

者

の
« 1

意 

を
得
る
こ
と
を
要
す̂

せ
：ら
れ
た
.る
者
は
書
面
若/は
口
.頭
を
以
て
和
央
優
生
審
查
會
若
は
地
方
優
坐
審
査
會
に
對
し

.事
酸
め
供
述
を
爲
し
又t

ー
意
見
を
述
ぷ
る
と
と
を
得
る
仁
と.

V

.て

.

.

'•

:

■ 

,

.

.

.

.

.
 

.

!
•
' 

. 
- 

-

'

 

■ 

■ 

:
.■
. 

 ̂

ノ
■;
.

.

，

.

.

 

.

. 

.

'第

十
:2
£

斷
種
は
斷
種
を
行
ふ
べ
き
も.の
と
認
む
る
決
定
磔
定
し
た
る
後
属
注
大
區
又
は
地
方
長
官
の
.命
令
に
恢
り
之
を
行
ふ
こ
と
斷
截
を
行
ふ 

醫
肺
及
場
所
に
關1
て
.は

命

令

を

以

：て

之

を

定

む

る

と

.と
''
-

.

:

/

•

,

'
:
:

':
第
十
六
'
第
八
に
依
る
斷
種
の̂

請
に
對
，し
斷
種
を
行
ふ
べ
き
も
の
と
：認
む
る
決
定
確
定
し
た
る
と
き

'は
.厚
生
大
臣
又
は
抓
方
長
官
は
第
七
に
依 

.
り
斷
¥ 1
の
，申

請

に

：付

其

の

：
若

の

同

意

を

得

る

.こ
と
.を
要
す
と
.せ
ら
れ
た
る
者
の
意
思
に
反
し
て
も
斷
種
を
行
ふ
こ
と
を
撙
る
こ
と

'

第
十
七
斷
湩
を
受
く
ベ
，き
者
斷
種
を
行
ふ
べ
き
も
の
と
.認
む
る
淡
定
確
定
し
た
名
場
合
に
ぉ
い
て
姙
娠
中
な
る
と
き
は
第
六
に
依
り
申
請
を
爲

■ '
.
'
す
こ
と
を
得
る
者
の

.

S
I

火
依
り
姙
娠
を
中
絕
す
る
こ
と
を
得
る-'
と
、
.
.但
_し
姙
振
一.
1
1
月
如
超
ぇ
た
る
場
合
は
と
の
限
に
往
ら
ざ
る
こ
と

• 

.

.

.
、

.

- 

•.'
' 

.

.

.

.

.

. 

.
-

••
.
 

- 

.

.

.

.

.
 

. 

.

第

十

八

：
本

制

度

に

依

り

斷

遛

又

；は

姙

领

中

絕

を

行

ひ

免

る

磨

師

は

興

.の
序
術
又
は
處
厫
後
命
令
の
萣
む
‘
.所
に
依
り
そ
の
經
過
を
地
方
長
宮
に

.
:報
带
す
べ
き
こ
と
：
.

:
■■

■

へ
'.
,

'.
.

:

,

.

.

第
十
九
本
制
度
に
依
り
斷
猶
を
受
け
た
：る
者
婚
姻
せ
ん
.と
.す
る
と
き
は
豫
め
相
手
方
に
斷
種
を
受
け
.た
る
旨
を
告
知
ず'べ
き

こ

と
，

、
第

.-
:
十
中
央
優
生_

査
會
及
地
方
優
生
德
逾
會
は
學
る
實
用
：並
に
斷
歡
叉
は
姙
娠
中
絕
の

.
费

用

は

國

庳

の

負

，擔

.と

す

る

と

と 

-■.;

第

二

十

I
'

醫
肺
组
命
又
は
煺
康
に• ^
す
る
重
大
な
を
危
險
を
防
止
す
る
爲
本
人
の
同
意
を
得
て
生
殖
を
不
能
な
ら
し
む
る
爲
の
手

^
^

は
放
 ̂

,,
線

照

淑

令

行

は

ん

，と

す

る

.'
?
1き
叉

は

人

；

3:
嫌

產(

人

エ

早

產

を

含
&-
:を

行

は

ん

と

す

,

':;
f
f
i飞
し
む
る
こ
：̂

Q

丄
特
乂
急
滿
を
要
す̂

と
き
は
遍
僵
後
屆
迪
で̂
む
着
し
と
行
政
官
廳
必
要
と
認
办
る
^
き
は
指
萣
し
た 

て
立
會
診
斷
を
爲
さ
し
む
る
こ
：と
を
得
る
こ
と
.

.

,
第11

十
二
乃
至
第
二
十
七
の

P

則(

略)

，

、
.

、
. 

,

.

即
ち
獨
逸
の
法
文
に
比
し
て
氣
付
く
こ
と
は
、
第
一
に
は
遺
傅
病
の
範
圍
が
明
確
に
規
定
さ
れ
て
ゐ
な
い
こ
と
で
併
し
私
は 

.

規
定
は
寧
ろ
不
明
確
な
る
を
可
と- ^

へ
る
。

こ
れ
は
必
要
に
應
じ
て
適
{

且
の
解
釋'
を
可
能
な
ら
し
めt

か
ら
で
あ
つ
て
、
逍
傅
病
の
如 

斷
種
法
の
理
念
ミ
そ
の
人
ロ
政
策
的
意
義
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•(

一
 

五
四
七)
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ノ
蔚
種
法
の
理
念
ミ
そ
の
人
口
政
策
的
意
義
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• 

-V 

-

< :
範
圍
廣
饥
：に
し.
て
：且
0
强
弱
儀
々
：(0
:

症
狀
を
:̂

0
>̂
:
»
^
^

擧
^
た

忆

，對

し

、

我

國

セ

ば

癩

病

を

擧

げ

て

ゐ

.
名

：こ

と

で

あ

：
る

0
':兩
者
ば
遺
餹
病
で̂

な
^̂

.
例
外
的
に
採
り
入
れ
た0 :
で
‘あ
ら
ぅ
。
併
し
こ
の
輯
の
疾
病
は
他
，に
幾
褪
士
な
く
葙
在
す
る
か
，ら
、
雨
國
が
單
に

- :
つ
宛
を
擧
げ.
た
^

は
何
や
ら.
異
様
な
印
象
を
澳
ヘ
る. °
之
水
に
つ
ル
て
ば
贾
に
、§3
す
名
で
あ
.ら
4
 

,

/
.

彩
に
富
'む
こ
と
で
、
斷
猶
な.る
家
庭
的
影
響
大
春
令
行
爲
忆
ク
い
て
特
に
象
族
の
意
思
を
尊
重
す
ベ
き
は
當
然
で
あ

’ら

ぅ

。

.併

し

句

れ

…

-1..
 

.
 

.
 ■ 

. 

.■:
 

,
 

.
 

>
:
'
. :
:
.
.■■■
..:
 

.
■
' 

; 

.
 

.
 

. ■

■.
.'■
;
.
.
.
.
.

 
-
 

■
 

.
 

i 

.
'.
.
.
.
.

に
!.
ろ
斷
種
が
原
則
:^
し
て
國
家
.か
ら
强
請
さ
れ̂

;
當
事
者
の
往
意
^
委
ね
ら
れ
：
9

^
るは極めて注目に値す名.
のであ

つ 

.'

.

.て
、-:
.

こ
れ
に
.
つ
い
て
'?>
:

後
段
改
め
.

て
論
见
.

せ
：ね
ぱ
な
ら
ぬ0 

,

'

,

,-
0

;.
:

:
、
- '
:

'

.

;

_

.

.

. 

■
 
•
 
.
 

t-
 
.

.

•

. 

•- 

..

.

遺
傅
の
事
*

が
否
定
せ
ら
れ
ざ
飞
限
.
.り

、

惡
質
遺
傳
質
保
有
者
ょ
 

を
れ
が
赠
當
な
手
段
に
ょ
つ-t

-
行
ぱ
れ
：る
な
ら
ば
，
如
何
な̂
點
が
ら
：も
»
迎

さ

れ

て

；然

る

べ

：
き

も

：
の
：
で

あ

る

0
_

斷
種
は
決
し
て
被
手
術
者
に
特
則(0:
生
理
的
障
碍
を
與
へ
，る
も
わ
セ
は
な
い
；か
ら
、
斷
種
を
去
勢
と
同

4
視
し
て
殘
8

の
刻
印
を
擦
す

m. 

,
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-
 

.•

 
f
 

.

 

.
.
.

 

'
 

-
 

■
 

......

:
の
は
全
く
見
當
遠
；ひ
で
あ
る
。
如
何
な
る
惡
質
遺
傅
保
持
者
も
、
：斷
種
さ
：：

.
へ」

受
け
れ
ば
、

.

安
じ
て
結
婚
ん
ぅ
る
の
で
あ
る
が
ら

、

こ

の

 

點
、
却
つ
^

著
し
い
1
^
的
方
法
と
言
は
ね
ば
な
：ら

ぬ,0
併
し
こ
れ
は
個
人
的
見
地
が
ら
の
觀
察
で
；あ
つ
て
、

Y

度
び
こ
れ
を
一

國
人

..
 

•

 

.-
V*
 

i 

■
 

.
 

^

 

•

 

.

 

.

'斷
種
を
‘法
規
化
：し
て
國
策
の
一
ひ
に
採
り
入
れ
：る
理
由
は
、
こ

.
れ
に
よ
つ
て
國
民
の
素
質
抵
下
を
妨
邀
す
る
に
在
る
こ
と
は
勿
論
で

あ
る
が
、
そ.
の
効
果
は
次
の
113

の
.
理
由̂

ょ
つ
て
著
，し
く
稀
薄
と
な
着
ざ
る
を
得
な
い

0
.

:
へ 

1

V

ー
惡
質S
:

大
部
分
は
遺
傳
性
に
非
尤
；從

？

斷
種
の
對
象
と
な
.

^

得
^

^

へ
，

(

2 )

.
'斷
種
法
の
.對
象
と
な
り
ぅ
る
遺
傲
病
は
比
較
的.に
.少
い
こ
と
、

.

(

3)

ハ
錯
雜
せ：

る
今
&

の
.社
會
坐
活
の
下̂

於
.

て
电
、
環
境
0

カ
に
ょ
る
素
質
低
下
が：
~ *

^

^

:■
•■先
づ
第
r
に
つ
い
て
見
る
に
.、
結
核
：や
猶
議
、.又
放
癩
病
:©
如
き
：恐
る
べ
き
疾
病
は
、
：：單
な.る
傅
染
病
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
句
れ
ひ

, 

- 

.

.

... 

. .

*

•

»
- 

*
. 

.

. 

.

國
忙
於
.て
も
斷
麵
の
對
與
と
は
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
；併
し
そ

( 6

_
害
に
至
つ
て
は
精
神
病
に
比
し
て
毫
も
遜
色
；は
な
い
め
で
あ

っ

て

、
^
 

般
.
に
亡
國
病
と
し
セ
：恐
怖-$
れ
る
こ
と
は
人
の̂

る̂

こ
ろ
で
あ
る
。
.民
族
匮
生
案
に
於
て
は
時
疋
癞
病
の
み
を
ぶ
り

上

げ

て

ゐ

る
 

が
、
小
ノ
く
と
も
惡
質
灌
毒
は
词
樣
に
取
&

は
れ
て
然
ふ
ベ
き
で
は

.

あ
，る.
ま
い
か
。
蓋
し
所_

「

胎
內
感
染」

に
ょ
つ
て
生
兒
は
動
々
も
す 

れ
ば
生
れ
な
が.
ら
の
徽
毒
患
者
た
る
場
合
が
極
め
て
.
多
い
，か
ら
で
あ
る1 0

即
ち
.こ
0

爆
合
の
ガ
が
爝
病
ょ
り
も
ー
腎
陳
ろ
し
い
と

I
I
P
.

へ 

'
'■

る
か
も
知
れ
な
い0
.

緒
腐
に
於
て
も
幼
兒
結
核0
:

或
る
.

も
の
：は
同
樣「

先
天
的」

で
は
な
い
か
と
の
疑
ひ

「

が
® '

く
な
い
と
ハ
ふ
。
旣
ぬ
癩 

病
な
'
る
例
外
を
認
：
9

ん
と
す
る
以
上
、
こ
れ
ら.類
似
0

事
情
に
あ
冬
惡
疾
を
排
險
す
る
の
は
必
ず
し
も
合
理
的
で
ば
な
い

'0
'

,

'

;
 

'.

次
に
、..上
に
揭
げ
た
遺
傳
病—*覽
表
か
ら
朋
か
な
通
り>
'

そ
の
大
部
分
は
滅
多
に
見
當
ら
ぬ
.
.
ー
種
の
奇
病
で
あ
つ
て
、
從
つ
て
付
れ

•
'の國
で
も
斷
種
の
對
象̂

若
干
の
.疾
病
、
.特
に
精
神
病
そ
.の
他
數
風
に
限
定
さ.れ
'て
ゐ
る
。
と
れ
は
大
部
分
の
遺
傅
病
は
患
者
，に
も
社

.
 

.
 

•
 

-
 
-
 

•.
 

•
 .
.

: 

/ 

•
•
. 

.

脅
に
^ :
特
別
の
木
幸
を
興
'

(

な
い
か
ら
で
あ
る
が
、.そ
れ
に
し
て
も
斷
種0:
對
象

</
>
餘
り
に
尠
い
こ
と
$

と
す
る
斷
種
法
の
：劾
果.を
減
殺
す
る
俯
以
で
あ
る0
,
.蒙

'±
'

り
法
氣
中
；忙
あ1
^

^

.

.斷
種
法
.の#
念
>

」

.そ
^
.人
'0
.
.敗
策
的
意
.義
:

H

H

、

.

|
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四
*
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か
ら
、.
或
ひ
は
案
外
廣
範
圍
に1

つ
て
.
適
用
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
實
際
.

に
は
，恐
ら
く
反
對
に
亦
及
的
に
嚴
格
に
解
#

し
、

^

0

て
中
請
數
は
少
い
で
お
ら
う
。

1

般
に
斷
種
法
が
，强
制
法
たる
べ
き
か
饪
意
法
た
る
べ
き
か.に
0

い
て
比
» .

$

^

に̂

@

の
? >
1

る
と
#

.
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.

■

ろ
で
あ
衣
が
§

、

强
制
法
と
ず
れ
ば.豫
め
範
，園
を
ば
極
端
な
惡
質
の
み
に
限
定
せ
ね
ば
な
ら
ず
意
法
と
ず
れ
ば
.奴
何
に
範
圍
を 

廣
ぐ
規
定
し
た
と
七'
ろ
で
泉
し
て
申
請
者
が
現
は
れa

か
ど
.

う
か
も
疑
問
で
あ
ら
：
.
う
o
 

.申
請
者
が
續
此
，す.る
と
し
て
も
，
そ
れ
：が
填
に

:
;知
識
階
級
の
，み
：で
下
、層
酸
級
は
依
然
と
し
.
て
無
關
心
だ
と
す
れ
ば
、
茚
取
河
淸
を
棒
< >
^

•

.

.
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.

.
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M

數
の
極
办
.

て
，少
5

食
ぢ
:&
.

う

匕

と

は

當

證

像'
さ̂

る
ど
2 1
,

ろ
>

%

兔

.

l

v'
i

,

■■
.

I:
:

_

: 

<

註)

:-
斷
衡
法
は
傲
#
街
t
る
づ
き
や
又
は
任
意
法
た
る.ぺ
^
や
、：
フ
-±

::
I
.
.
.

し
で
ゐ
厶。
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r
o
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i
r
t
h
s
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will in t
i
m
e

 

o
u
t
n
u
m
b
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e
u

'Q:
e
nic
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M
a
n
y

 

b
u
t
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,
o
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tlle

f/'tudies 

o
fCu
3

g3

?faroiiies a
d
d

 of familv 

M
s
t
o
r
i
e
s

a

£ロ
^
け
&
64
ロ 

i
n
B
a
t
t
s

 

s
h
o
w

 

fertility 

rates 

hifher 

than 

the

• 

. 

,
 

■•
•
•
•
•
•
•
•

■ 

;
. 

、
.
：

.

.

.

.
•
• 

•

a
v
e
r
a
g
e
o
r

 xugher than/those a
m
o
n
g
t
h
e

 

J
^
o
r
e

 

gifted 

or 
better educated p

o
n
u
l
a
t
i
o
n
:

,

*
 

■
 

■
■ 

■
 
. 

•. 

.
 

■
 

■
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*
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c
o
m
p
u
l
s
i
o
n

 .malces. Flossible'stelilization..^persons WIlo. w
o
u
l
d

 

not avail, themselves 

of 

■
 the 

oljpol

s-nity 

.to 

protect

- 

•.

■

.•

 

■

■

■

■

 
■

•
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I
■

thenjwelves 

a
n
d

 w
c
c
s
t
y

cr
y u

n
d
e
r
g
o
i
n
^
w

 

y
acxi*t^vopdration,

. 

■.
 

.

C
3
)

 

c
o
m
p
u
l
s
i
o
n
、m.ay'.be.. safeguarded 

b
y

 limi

f-g'..thc... applicatioh、.of ..the l
a
w

 to 

s
s
e
s

 .of feeblemindedness 

.or 

insanity in
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■
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.
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hereditary 

nature 

o
l-
f
v
s
c
h
-

defect: 

b
y

 

a

令ノ

t

c
o
m
p
e
t
s
t
'

o.Q
m
m
i
t
e
e
.
-
a
e
u
f
r
e
n
i
s
t
s
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0:the
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-
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ノ 

/

(
4

 >

 

California 

n

 is 

reported 

I

 

^

o

f
 

individual 

o
r one, 

o
f

 

?

-

1

1
 

0
0
3 
J

l

s
 

&
0
» 

a
o
 ̂

increase 

sexiial 

p
romiscuity, 

p
rec

l
u
d
e

 

n
o
r
m
a
l

 

sex-rdatio

ロships, n
o
r

 h
a
r
m

I
 

- 

- 

:
 

.

.

.

. 

,
 

- 

•

，

‘ 

- 

i 

.

>'

the patient i
n
.
a
n
y

 

w
a
y
v

 

i

i 

.

.

. 

- 

' 

. 

' 

• 

- 

. 

;
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&

3

U

J

-
 

o
o
w
^

 

^
 m

a
k
i
n
g

 

ssgregation 

for 

e
u
g
e
n
i
c

.reasons 

unnecessary, 

thus 

H
R
0
3
^
0
B 

w
o 
0
0
3
3
§
^
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o
c
s 

(
O
J

 

T
h
e

 platientv interests c
a
n

 

b
e

 s
a
f
e
g
u
a
r
d
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 a
n
d

 H
s

 ?ocial restdration 

faciliated 

b
y

 

3
eans 

iof 

parole u
n
d
e
r

 supervision 

f

s
 

3
8
1
0
- 

 ̂

;

住
^ .
法
の
：論

據

-

■

'

..
: 

p
l
v

 

C
o
m
p
u
l
s
o
r
y

 

Operations will 

b
e

 

applied 

in 

m
a
n
y

 v
t
f

 

for 

other t
h
a
n

 

e
u
g
e
n
i
c

 

p
u
r
p
o
s
e
s

 

to 

the 

d
isadvantage 

o
f the 

patient. 

T
h
e

 

o
p
e
r
a
t
i
o
n

 

o
n
c
e

 

p
e
r
f
o
r
m
e
d

 

c
a

m

 

专
 a

y
s

 b
e

 

u
n
d
o
n
e
-
y
e
t

 

it 
9
^

g*
p
ga,
-
o
r

 
日 e

d

 
H
P 

I
M
.
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T
h
e
y

 

i
s
l
d
e
T
t
h
a
t

 

t
8 httle 
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n
o
w
n

 about 

i
u
m
a
n

 

heredity 

a
n
d

 

a
b
o
u
t 
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of 

individual 

c
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s
s
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a
n
y
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h
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c
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a
n
g
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 w
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t
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i
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t
h
e 
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generation 

a
n
d

 

anticipate 

e
q

层
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p
i
c
e
s

 

a
n
d

 

c
h
a
n
g
e
s

 

of 

j
u
d
g
e
l
n
t

 o
f

 specialists 

in 

c
o
m
i
n
g

 

gener
a
t
i
o
n
s
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c
o
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g
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i
c 
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o
n
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n
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t
h
e 
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o
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i
m
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n
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 s
t
s
a
r
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g
r
o
u
p
o
f

 n
o
r
m
a
r
p
e
n
s

 

w
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o
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e
l
t
a
r
y

 

defe?t. It
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a
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h
u
s 
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r
p
§

,
t
h
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l
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o
u
l
d
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e

 

p
r
o
t
e
c
s

 

b
y

 

c
o
m
p
u
l
s
o
r
y
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理
念
ミ
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口
政

策
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意
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u
l
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v
o
l
v
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a
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u
n
w
a
r
r
a
n
t
a
b
l
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.
i
n
v
a
s
i
o
p
'
o
f

 

p
e
r
s
o
n
a
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 l
i
b
e
r
t
y
'
i
f
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a
p
p
l
i
e
d

 

t
o

p
e
r
s
c
m
s

o.f

 n
o
r
m
a
l

 

m
e
n
t
a
l
i
t
y

*-u
n
d
e
r
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 p
r
e
s
e
n
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c
o
n
-c
u
i
t
i
o
n
s
^

、
6

o

ĉx
..
el
o
t
 .be 

j
u
&
t
i

cned'.'for 

- 

n
o
r
m
a
l
.
o
a
r
r
i
e
r
s

 

o
f
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.
m
e
n
t
a
l

 

d
e
f
e
c
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o
r
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'
a
b
n
o
r
m
a
l
i
t
v
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0
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o
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o

w
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0
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v
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o
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.

.
最
後
に
、
各
人
の
生
來
の
素
質
が
將
來
健
康
や
智
能
の
發
達
に
至
大
，の

關

聯

,!
:
も
つ
こ.
と
は
御
人.
と
離
も
疑
ひ
得
ざ
る
と
こ
.ろ
で
あ 

る
が
'
同

時

に

今

日

：の

_

會.
鐵

、0
^
苽
於.
て
は>:
社
會
的
環
墩
な̂

ル
爲
时
^

の

で

な

い

こ

'
と

も

亦
事
實
で
あ
る
。
素
質
の
優
劣
が
ぞ
の
ま

、
社
:#
胡
地
位
ハ
優
劣
と
な
つ
て
現
は
れ
る
な
：ら
ば
.問
題
は
至
極
單
純
で 

あ
；る
が
、
幸
か
不
幸
か
か
ら
の如
き
相
關
性

は

、

假^'
'

あ

る

と

し

て

^

、
極
め
て
締
藤
な
る
を
認
め
ね
ば_な
ら
ぬ
。
不
m -
素
質
容
も
充 

分

の

保

護

’
と

敎

育

-^
に
ょ
つ
て
は
可
成
り
の
進
渉
を
遂
げ
ぅ
る
で
あ
ら
ぅし
、
‘
反

對に優
良
素
質
者
も
木
刹
な
環
境
.
に
在
名
限
り
は
生
：

:
涯
を
埋
木
で
過IJ

f

外
は
な.i

。

.
各

入

が

苹

等

；の

:«
護

占

敎

胄&.
;
に

惠.
ま

が

な

ぃ

：現

狀

：
の

卞

ぬ

於

^

，
ニ

次

的

な

意̂し
加
も
ち
樣
な
ぃ
の
考
は
あ
る
聋
み
か
ブ̂
位
低
无
の
問
題
が
最
近
識
考

種
法
を
以
て
こ
れ
がa ：
:
接
的
對
：策
：と
考
ベ
る
な̂,
ば
V:.
大

免

な

夹

望
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